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家事分担に関する意識調査 

家事は手伝うもの？ 共働きの 6割がパートナーに不満 

本間先生監修 家事シェア 3つのポイント 

夫婦共に仕事に時間を取られる家庭では家事分担の実態はどうなっているのでしょうか。この度、リンナイ株式

会社（本社:愛知県名古屋市、社長:内藤 弘康）は、知的家事プロデューサーの本間朝子先生に監修いただき、

共働き夫婦の男女 1,000名を対象に、家事分担に関する意識調査を実施しました。 

 

■ 共働き夫婦の家事分担 妻 7割 フルタイム女性の半数が毎日 2時間以上の家事 

■ 家事は手伝うもの？ 6割がパートナーに不満 

■ 男女で差が大きい家事 献立を考える 

■ 男女別ランキング 面倒・負担な家事 パートナーにしてほしい家事 

■ 20代の 6割に家事分担ルール 家事ごとに分担が最多 

■ パートナーの不満は解消できない？ 一人暮らしの家事スキル  

■ 理想の家事分担 夫婦平等 男性の 3割が家事分担を増やす意向 

■ 本間先生監修 家事シェア満足度チェックテスト 家事シェアマスター3割 

■ 本間先生おすすめ AI活用術 

■ 正解のない家事分担 家事シェア 3つのポイント 

 

 

本間 朝子（ほんま あさこ） 先生 

知的家事プロデューサー。自分自身が仕事と家事の両立に苦しんだ経験から、家事の効率化役立つメソ
ッド「知的家事」考案し、メディア講演等を通じて提案している。雑誌、ラジオ・ＴＶ出演、講演多数。著書に
『写真で分かる！家事の手間を 9割減らせる部屋づくり』（青春出版社）、『ムダ家事が消える生活』（サン
クチュアリ出版）、『ゼロ家事』（大和書房）、『60歳からの疲れない家事』（青春出版社）他、多数。 

お問い合わせ先 リンナイ株式会社 広報部 052-361-8211（代表）  

主な調査結果 

監修者の紹介 
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共働き夫婦の家事分担 妻 7割 

フルタイム女性の半数が毎日 2時間以上の家事 

調査対象者に、家事分担の割合を聞きました。その結果、最も多い回答は「妻 7割・夫 3割（18.4%）」でした。妻

6割以上と回答した割合は、男性が 7割（65%）、女性が 8割（80%）でした。 

また、家事に費やす 1 日当たりの時間は、女性の半数が 2 時間以上（「2～3 時間未満（29%）」・「3 時間以上

（25%）」）でした。 

Q1.あなたとパートナーは、それぞれどの程度、家事を分担していますか。（単一回答、N=1000） 

 

回答者の性別（N=各性別 500） 

分担割合 男性 女性 

妻 6割以上 65% 80% 

妻 5割・夫 5割 21% 15% 

妻 4割以下 14% 5% 
 

Q2.あなたは、1日当たりどれくらいの時間を家事に費やしていますか。（単一回答、N=各性別 500） 

男性 女性 

  

 

本間先生コメント 

共働きをしていても、家事の負担は依然として女性に偏っています。男性と同じように働き、同じように暮らして

いるにもかかわらず、女性の方が圧倒的に家事をしていることから、「家事分担」の意識は広まっているものの、

実際の行動には結びついていない様子が伺えます。費用をかけずに家事の負担を軽減する方法として、家事の

分担はとても効果的ですが、その運用にはまだ大きな課題があるようです。  
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家事は手伝うもの？ 

6割がパートナーに不満 

パートナーの家事に不満があるか聞きました。その結果、回答者の 6割（59%）、男女別では女性の 7割（72%）

が不満を抱えていました。最も多い不満の内容は、女性の回答が「家事を『手伝うもの』と思っていること

（43%）」、男性の回答が「時間があるのにやろうとしないこと、やり方が気に入らない・雑なこと（どちらも 34%）」

でした。 

Q3.あなたは、パートナーの家事に対する姿勢や対応について、不満はありますか。（単一回答、N=各性別 500） 

 

Q4.不満がある方に伺います。あてはまる不満の内容をすべて選んでください。 
（複数回答、N=男性 232・女性=359）  

 

本間先生コメント 

妻が不満を感じる大きな理由の一つに夫の当事者意識の薄さがあります。妻は、夫に指示を待つ「お手伝い」で

はなく、自発的に動く「当事者」になってほしいと思っています。例えば、妻が家事をしている間に夫が自由に過

ごしていると、妻は不満を感じます。しかし、夫が自ら家事をする姿勢を見せることで、妻のストレスは軽減されま

す。 

また、夫に当事者意識を持ってもらうためには、細々とした家事を任せるのではなく、ある程度広範囲の家事を

一任するのが効果的です。「夫に任せるより自分でやった方が早い」と思わず、締切時間や完成形など重要なこ

とだけを伝えてあとは任せることで、夫が責任感と当事者意識を持ちやすくなります。  
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男女差が大きい家事 献立を考える 

女性に多い隠れ家事 

普段から行っている家事を聞きました。その結果、男女差が最も大きい家事は「献立を考える（男性 31%、女性

85%）」、反対に小さい家事は「回収場所までゴミを出す（男性・女性 60%）」でした。 

Q5.あなたが普段からしている家事を全て選んでください。（複数回答 N=各性別 500） 

 

本間先生コメント 

家事は細かく分類すると 100 項目ほどに及びますが、その中には「隠れ家事」と呼ばれる、細々としていて認識

されにくい家事が多く含まれています。男女差が大きい「献立を考える」は、代表的な隠れ家事と呼べるのでは

ないでしょうか。隠れ家事は、気がついた人が行うことが多いですが、夫よりも家事の割合が多い妻の方が見つ

けやすいため、結果的に妻の負担が増えることになります。これを防ぐためには、隠れ家事を夫のいない所でや

ってしまわずに、声をかけてから行ったり、隠れ家事を含めて家事の分担を話し合ったりすることが重要です。  
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掃除の 
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男女別ランキング 

面倒・負担な家事 パートナーにしてほしい家事 

続いて、面倒や負担に感じる家事と、パートナーにしてほしい家事を聞きました。その結果、最も多い回答は、面

倒や負担に感じる家事が、男性「食器を洗う（29%）」女性「食事をつくる（51%）」、パートナーにしてほしい家事

が男性「食事をつくる（49%）」、女性「風呂を掃除する（50%）」でした。 

Q6.あなたが面倒や負担に感じる家事、また、パートナーにしてほしい家事を全て選んでください。 
（複数回答、N=各性別 500） 

面倒・負担に感じる家事ランキング 

 男性 女性 

食事 

1位 食器を洗う 29% 

2位 食事をつくる 28% 

3位 献立を考える 25% 

4位 フライパンや鍋など調理器具を洗う 24% 
 

1位 食事をつくる 51% 

2位 食器を洗う 49% 

3位 献立を考える 45% 

4位 コンロや魚焼きグリルを掃除する 44% 
 

洗濯 

1位 洗濯物を干す／乾燥機にかける  22% 

2位 洗濯物をたたむ 21% 

3位 アイロンをかける 17% 

4位 シーツや寝具カバーを交換する  16% 
 

1位 シーツや寝具カバーを交換する  39% 

2位 洗濯物をたたむ 37% 

3位 洗濯物を干す／乾燥機にかける  35% 

4位 洗濯機のくず取りネットを掃除する  31% 
 

掃除 

1位 風呂を掃除する 25% 

2位 掃除機をかける 23% 

3位 トイレを掃除する 20% 

4位 排水口を掃除する 18% 
 

1位 風呂を掃除する 46% 

2位 トイレを掃除する 45% 

3位 排水口を掃除する 44% 

4位 掃除機をかける 36% 
 

 

パートナーにしてほしい家事ランキング 

 男性 女性 

食事 

1位 食事をつくる 49% 

2位 献立を考える 40% 

3位 食材を買い出しする 34% 

4位 食器を洗う／コンロや魚焼きグリルを掃除する  29% 
 

1位 食器を洗う 47% 

2位 食器を片付ける 43% 

3位 フライパンや鍋など調理器具を洗う  40% 

4位 食事をつくる 39% 
 

洗濯 

1位 洗濯機をまわす 34% 

2位 洗濯物をたたむ 33% 

3位 洗濯物を干す／乾燥機にかける  33% 

4位 シーツや寝具カバーを交換する  29% 
 

1位 洗濯物を干す／乾燥機にかける  37% 

2位 洗濯物をたたむ 36% 

3位 シーツや寝具カバーを交換する  35% 

4位 洗濯機のくず取りネットを掃除する 28% 
 

掃除 

1位 掃除機をかける 34% 

2位 トイレを掃除する 30% 

3位 排水口を掃除する 26% 

4位 換気扇を掃除する 23% 
 

1位 風呂を掃除する 50% 

2位 回収場所までゴミを出す 49% 

3位 トイレを掃除する 43% 

4位 換気扇を掃除する 38% 
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男女別ランキング 

パートナーにもしてほしい家事 

Q5 と Q6 の結果から、回答者が普段からしていて、パートナーにもしてほしい家事を集計しました。その結果、

最も多い回答は、男性が「食事をつくる（48%）」、女性が「回収場所までゴミを出す（56%）」でした。 

自分が普段からしていて、パートナーにもしてほしい家事ランキング 

男性 女性 

1位 食事をつくる 
48% 

N=96 

2位 献立を考える 
41% 

N=63 

3位 掃除機をかける 
36% 

N=108 

4位 洗濯物をたたむ 
32% 

N=83 

5位 コンロや魚焼きグリルを掃除する 
31% 

N=53 

 ・・・  

26位 カビ汚れを掃除する 
22% 

N=39 

27位 換気扇を掃除する 
21% 

N=39 

28位 ゴミ箱の袋を交換する 
20% 

N=50 

29位 ペットボトルを洗ってラベルをはがす 
20% 

N=50 

30位 回収場所までゴミを出す 
17% 

N=50 
 

1位 回収場所までゴミを出す 
56% 

N=169 

2位 風呂を掃除する 
53% 

N=198 

3位 食器を洗う 
49% 

N=208 

4位 換気扇を掃除する 
48% 

N=135 

5位 食器を片づける 
45% 

N=189 

 ・・・  

26位 洗濯機をまわす 
28% 

N=123 

27位 食材を買い出しする 
28% 

N=129 

28位 キッチンや洗面所のタオルを交換する 
25% 

N=98 

29位 洗濯物の生乾き臭の対策をする  
23% 

N=56 

30位 調味料を補充する 
22% 

N=87 
 

本間先生コメント  

男性の「面倒・負担に感じる家事」と、女性の「パートナーにしてほしい家事」の 1 位が一致しています。本来、妻

は自分が負担に感じる家事を夫にしてほしいはずですが、そうではないのは、夫の知識やスキル不足を考慮し

て、夫が慣れている、または問題なくできる家事を選んでいる可能性があります。その方が、やり方を教えたり、

失敗をフォローしたりする手間が少なくなると考えられるからです。 

自身が普段からしている家事に限定した「パートナーにもしてほしい家事」の場合、結果はどうなるでしょうか。女

性は食事作りを最も負担に感じていましたが、パートナーにはゴミ出しや風呂掃除、食器洗いをしてほしいと答

えています。料理は献立や調理法が毎回異なるため、掃除や洗濯と比べてルーチン化しづらい難易度の高い家

事です。さらに、食事の内容は家族の健康や美容にも影響するため、一定のクオリティを保つ必要があります。

そのため、妻は分担しづらい難しい家事は自分が行い、比較的簡単な家事を夫の担当にしようとしている可能

性があります。しかし、家事の難易度の高さが分担の壁になっているため、クオリティをある程度維持しつつ料

理の難易度を下げる方法を見つける必要があります。例えば、半加工品や総菜を組み合わせたり、自動調理で

きる家電を活用したりするのが効果的です。また、曜日ごとに献立を決めてルーチン化するのも良いでしょう。 
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20代の 6割に家事分担ルール 

家事ごとに分担が最多 

家事分担のルールの有無を聞きました。話し合いで決めたルールは 4 割（35%）、成り行きで決まったルールは

5割（52%）があると回答しました。どちらのルールも、年代が低いほど高くなる傾向にありました。 

また、最も多いルールの内容は「家事ごとに分担する（話し合い 62%、成り行き 57%）」でした。 

Q7.あなたとパートナーの家事分担には、話し合いで決めたルールや、成り行きで決まったルールはありますか。 
（単一回答、N=各性別・年代 125） 

話し合いで決めたルールがある（年代別） 

 

成り行きで決まったルールがある（年代別） 

 

Q8.家事分担のルールがある方に伺います。ルールの内容についてあてはまるものを全て選んでください。また、
あなたが理想とするルールを全て選んでください。（複数回答、N=話し合い 572、成り行き 519、理想 467） 

 

本間先生コメント 

家事分担を進めようとすると、パートナーと対立を感じてしまうことがありますが、本来の目的は「家庭を円満に

すること」です。まずはルール作りよりも前に、どんな家庭を目指したいのかを夫婦で話し合ってみましょう。次

に、隠れ家事も含めた家事の全体像を書き出し、お互いのやっている家事を明確にします。その上で、「今困っ

ていること」や、「できれば相手にお願いしたいこと」を書き出し、話し合いながら調整していきましょう。また、お互

いが苦手な家事は無くしたり、便利な家電などで解決できないかも併せて考えてみるのがおすすめです。 
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その他

二人で同時に違う家事をする

二人で同時に同じ家事をする

時間の余裕に合わせて分担する
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成り行きで決まったルール

あなたの理想のルール
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家事分担のルール 話し合いで決めても不満が残る 

女性の半数がルールの見直しを希望 

Q3 と Q7の回答から、家事分担のルール別にパートナーへの家事の不満を集計しました。その結果、ルールの

有無に関わらず、男女ともにパートナーへの家事の不満を抱えていました。 

また、Q8 の回答から、話し合いで決めたルールを理想のルールとして選んだ割合を集計しました。その結果、

男性の 4割（37%）、女性の 5割（49%）が、話し合いで決めたルールを選びませんでした。 

Q3パートナーへの家事の不満（家事分担のルール別） 

男性 

 

女性 

 

 

Q8理想のルールとして話し合いで決めたルールを選んだ割合 

男性（N=147） 

 

女性（N=143） 

 

本間先生コメント 

家事の分担には、労働時間や収入、勤務形態、体力や健康状態、子どもの数や年齢、家事のスキルなど、さま

ざまな要因が影響します。そのため、どの家庭にも当てはまる唯一の正解は存在しません。夫婦で話し合いを

重ねて試行錯誤しながら、その時々の最適解を見つけていくことが重要です。また、状況は暮らしていく中で変

わっていくため、一度きりではなく、定期的に話し合いを行うことも大切です。 

29%

63%

62%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いずれのルールもない

（N=206）

成り行きで決まった

ルールがある

（N=259）

話し合いで決めた

ルールがある

（N=182）

72%

72%

77%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いずれのルールもない

（N=207）

成り行きで決まった

ルールがある

（N=260）

話し合いで決めた

ルールがある

（N=172）

同じルール
63%

異なるルール
37%

同じルール
51%

異なるルール
49%
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パートナーの不満は解消できない？ 

一人暮らしの家事スキル 

回答者のパートナーについて、一人暮らしの経験有無を聞きました。その結果、6 割（64%）が一人暮らしを経験

していました。 

Q3 と Q9 の結果から、パートナーの一人暮らしの経験別にパートナーへの家事の不満を集計しました。その結

果、パートナーの一人暮らしの経験に関わらず、男女ともにパートナーへの家事の不満を抱えていました。 

Q9.あなたのパートナーについて、一人暮らしの経験有無をお答えください。一人暮らしとは、独身時代に 1 年
以上単身で生活していたこととします。（単一回答、N=1000） 

 

 

Q3パートナーへの家事の不満（パートナーの一人暮らしの経験別） 

男性 

 

女性 

 

 

本間先生コメント 

一人暮らしで家事スキルを身につけても、その方法やレベルがパートナーのやり方と合わなければ、パートナー

の不満解消にはつながりません。しかし、一人暮らしの経験に関わらず、家事の分担に積極的だったり、パート

ナーと一緒に家事スキルを向上していけば、満足度は高まるでしょう。大切なのは、ただ家事のスキルを上げる

ことよりも、お互いの状況や要望に合わせて、家事の分担や、やり方を調整することです。  

ある
64%

ない
34%

わからない
2%

50%
42%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

パートナーに

一人暮らしの経験が

ある

（N=282）

パートナーに

一人暮らしの経験が

ない

（N=198）

71% 75%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

パートナーに

一人暮らしの経験が

ある

（N=356）

パートナーに

一人暮らしの経験が

ない

（N=141）
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理想の家事分担 夫婦平等 

男性の 3割が家事分担を増やす意向 

理想の家事分担を聞きました。その結果、最も多い回答は「妻 5 割・夫 5 割（39%）」でした。Q1 と Q10 の回答

から、現状と理想の家事分担の変化を集計したところ、男性の 6 割（56%）は現状と同じ割合（現状維持）を、女

性の 6割（60%）は現状よりも妻の負担を減らす割合を選びました。 

また、家事分担を見直す上で仕事を考慮したいか聞きました。その結果、6 割（62%）が仕事を考慮したいと答え、

「仕事の時間や量（34%）」が最も多い回答でした。 

Q10.あなたとパートナーの家事分担について、あなたが理想とする分担の割合を選んでください。 
（単一回答、N=1000） 

 

現状（Q1）と理想（Q10）の分担割合の変化 

回答者の性別（N=各性別 500） 

分担割合 男性 女性 

妻の負担を減らす 25% 60% 

現状維持 56% 37% 

妻の負担を増やす 19% 3% 
 

Q11.あなたは、家事分担の割合を見直せるとしたら、仕事を考慮したいですか。考慮したいことお答えください。 
（単一回答、N=1000） 

 

年代別 仕事を考慮したい割合 

（N=各年代 250） 

 

本間先生コメント 

理想的な家事分担として「妻 5 割・夫 5 割」が最も多く支持されていますが、実際には男性の半数以上が「現状

維持」を希望しています。ここには、夫婦間の平等を求める気持ちはあるものの、自分の負担を増やしたくないと

いう本音が見え隠れしています。その一方で、男性の 3 割は家事分担を増やす意向を示しており、家事を平等

に分担する意識が徐々に広がっていることが分かります。  

1%

1%

1%

2%

3%

39%

20%

15%

8%

7%

5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

夫10割

妻1割・夫9割

妻2割・夫8割

妻3割・夫7割

妻4割・夫6割

妻5割・夫5割

妻6割・夫4割

妻7割・夫3割

妻8割・夫2割

妻9割・夫1割

妻10割

仕事の時間

や量
34%

家計への

貢献度

（収入）
16%

在宅

時間
12%その他

0%

仕事を考慮したいと

思わない
38%

49%

60%

62%

77%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代

40代

30代

20代 全体 62%
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知的家事プロデューサー 本間先生監修 

家事シェア満足度チェックテスト 

知的家事プロデューサーの本間先生に、夫婦の家事分担の満足度をチェックする「家事シェア満足度チェックテ

スト」を作成いただきました。 

 

チェックの数 結果 

9個以上 家事シェアマスター 

4〜8個 家事シェア見習い 

0〜3個 家事シェア初心者 

  

■ 1. 家事は家族で支え合ってするものだと思う 

■ 2. 夫婦で家事シェアについて話し合っている 

■ 3. 現在の夫婦の家事のバランスはちょうど良いと思う 

■ 4. お互いの働き方やスケジュールに合わせて家事を調整している 

■ 5. 散らかしたものはそれぞれ本人が片づけている 

■ 6. どちらかが指示を出さなくても、お互いに進んで家事をしている 

■ 7. お互いの家事の得意・不得意を理解し合っている 

■ 8. 家事が思うようにできなくてもお互いに責めない 

■ 9. 家事が思うようにできない時は臨機応変にサポートし合っている 

■ 10. 家事がラクにできる方法や便利な家事アイテムの情報を夫婦で伝え合っている 
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家事シェアマスター3割 

家事分担についてのコミュニケーションが不足 

夫婦の家事分担の満足度をチェックする 10 問の簡易テスト「家事シェア満足度チェックテスト」を本間先生に作

成いただきました。調査の結果、チェック項目に 9 個以上あてはまる「家事シェアマスター」は 3 割でした。チェッ

ク率が最も高い項目は、「家事は家族で支え合ってするものだと思っている（88%）」でした。反対に低い項目は、

「夫婦で家事シェアについて話し合っている（47%）」でした。 

Q12.あなたのご家庭について、あてはまるものをすべて選んでください。（単一回答、N=1000） 

 

 

チェックの数 結果 

9個以上 家事シェアマスター 

4〜8個 家事シェア見習い 

0〜3個 家事シェア初心者 
 

本間先生コメント 

チェックリストで一番低かったのは「家事シェアの話し合い」でしたが、これは多くの家庭で家事分担についての

コミュニケーションが不足していることを示しています。話し合いがないと、お互いの要望や負担を明確にするの

は難しく、不満が溜まったり、相手に我慢を強いる状況になりがちです。定期的に話し合う時間を作ることで、お

互いの状況や気持ちを理解し合い、家事分担の最適なバランスを見つけやすくなります。 

  

56%

69%

69%

68%

55%

64%

67%

57%

47%

88%

44%

31%

31%

32%

45%

37%

33%

43%

54%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家事がラクにできる方法や便利な家事アイテムの情報を

夫婦で伝え合っている

家事が思うようにできない時は臨機応変にサポートし合っ

ている

家事が思うようにできなくてもお互いに責めない

お互いの家事の得意・不得意を理解し合っている

どちらかが指示を出さなくても、お互いに進んで家事をし

ている

散らかしたものはそれぞれ本人が片づけている

お互いの働き方やスケジュールに合わせて家事を調整し

ている

現在の夫婦の家事のバランスはちょうど良い

夫婦で家事シェアについて話し合っている

家事は家族で支え合ってするものだと思っている

あてはまる あてはまらない

9個以上
34%

4～8個
46%

0～3個
20%
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共働きでも低い時短アイテムの利用 

共働き家電なら 1時間の時短 

食事の準備の時短や、家事負担の軽減に役立つ、いわゆる時短アイテムの利用を調査しました。その結果、食

事の準備の時短は「冷凍・チルド食品（52%）」、家事負担の軽減については「食器洗い乾燥機（30%）」がそれぞ

れ最も多い回答でした。 

Q13.あなたは、食事の準備を時短できる食材やサービスを利用していますか。あてはまるものを全て選んでく
ださい。（複数回答、N=1000） 

 

Q14.あなたは、家事の負担軽減を目的に、家電製品や家事代行サービスを利用していますか。あてはまるもの
を全て選んでください。（複数回答、N=1000） 

 

本間先生コメント 

家電製品は「新・三種の神器」、別名「共働き家電」と呼ばれる食器洗い乾燥機、ロボット掃除機、衣類乾燥機

（洗濯乾燥機）が上位に入っています。これらはそれぞれ 1 回の利用で 20 分ほど家事が短縮できるため、揃え

れば 1 時間の時短が叶います。また、料理は難易度の高い家事ですが、自動調理機などを使えば、料理が不

慣れな夫でも美味しい料理が作れるため、家事シェアにもつながります。家電は価格が高めですが、出費を抑え

たい場合は、モデルチェンジのタイミングで型落ち品を選ぶのも一案です。また、意外な時短家電に「生ごみ乾

燥機」があります。エコのイメージがありますが、生ゴミの臭いを予防しつつ、ゴミの体積も減らせるので、忙しい

共働き家庭におすすめです。  

27%

0%

11%

12%

18%

27%

45%

46%

52%
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55%
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1割が家事のサポートに AI 

本間先生おすすめ AI活用術 

家事のサポートとして AIを活用しているか聞いたところ、利用者は 1割（12%）でした。知的家事プロデューサー

本間先生がおすすめする AI活用術を紹介します。 

Q15.あなたは、日々の家事のサポートとして生成 AIを活用していますか。（単一回答、N=1000） 

 

 

本間先生おすすめ AI活用術 

 

1. 冷蔵庫の食材から献立を作成 

日々頭を悩ませがちな献立作りは、生成 AIにサポートしてもらうとラクになります。例えば「冷蔵庫にある

鶏肉、キャベツ、人参、じゃがいも、卵でできる 2品の献立を教えて」や「手間をかけずに子供が喜ぶ 3日

分の献立を考えて。買い物リストも作成して」といったリクエストをすれば、すぐに対応してくれます。 

 

2. 仕事や家事など、山積みの家庭でのタスクに優先度を提案 

家事や育児など、やることが山積みで、どれから手を付けるべきか迷う時も、生成 AIは、緊急度や重要

度、期限などの情報を元に、どれからやると効率的か提案してくれます。例えば、洗濯をする、買い物に行

く、食器を洗う、メールの返信をするなどのタスクがある場合、生成 AIはそれぞれの条件を考慮して、最適

な順序を提案します。 

 

3. 日頃の頑張りを見守ってくれる存在 

家事に疲れた時にはげましてくれたり、悩みを伝えれば優しくアドバイスしてくれる、生成 AIならそんなこと

も可能です。AIなので同じ話も小さな困りごとも嫌がらずに聞いてくれますし、決して責めたり怒ったりもせ

ず、最適な聞き役になってくれます。家事をやりたくない時に優しく背中を押してもらうのもおすすめです。 

 

※生成ＡＩの種類等によってできることは異なります。 

  

はい
12%

いいえ
89%
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正解のない家事分担 

本間先生監修 家事シェア 3つのポイント 

今回の「家事シェア満足度チェックテスト」（11 ページ）では、3 割が「家事シェアマスター」でした。夫婦共に納得

して家事に取り組むために、知的家事プロデューサーの本間先生に家事シェアのポイントを解説していただきま

した。 

 

1. 定期的に話し合う場を持つ 

家事の分担には、労働状況や健康状態、家事スキルなど多くの要因が影響します。そのため、唯一の「正

解」は存在しません。だからこそ話し合いをしながら、最適なバランスを見つけていくことが大切です。また、

状況は日々変化するため、話し合いは一度きりではなく、定期的に行い、その時々に応じた解決策を探る

ことが必要です。 

 

2. 当事者意識を育てる 

妻が家事分担に不満を感じる大きな原因の一つは、夫の「当事者意識の薄さ」です。妻は夫に家事の「手

伝い」ではなく、当事者意識を持って家事をして欲しいと思っています。そのためには、「指示を待たずに自

ら動く」「最後まで責任を持って行う」ことが求められます。また、妻側も夫に細かい指示を出すのではなく、

家事全体を任せて、必要最低限のこと以外は口を出さないことで、夫の当事者意識が育ちやすくなります。 

 

3. 隠れ家事を共有する 

家事には、目立たない「隠れ家事」が多く存在します。これらは家事全体を把握している妻が気づきやすい

部分ですが、ひとつひとつは小さくても積み重なると大きな負担になります。そのため、夫婦で分担していく

ことが必要です。例えば、隠れ家事をリストアップし、何をどのように分担するのかを明確にすることで、家

事の偏りを防ぐことができます。 

 

 

調査名 熱と暮らし通信 家事分担に関する意識調査 

調査時期 2024年 7月 23日～2024年 7月 26日 

調査方法 インターネット調査 

対象者 全国 20～50代既婚男女計 1,000名、性年代均等、フルタイム勤務 

 

 

調査結果を利用する際は「リンナイ調べ」と明記するか、こちらの画像を掲載してください。 

  

調査概要 
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時短家電が夫婦の家事シェアを後押し 

食事・洗濯・掃除に役立つ製品 

 

豊富なメニューの中からレシピを選んで、下ごしらえをすれば、あとはアプリ

対応コンロにレシピを送信するだけ。オート調理で手間なく、美味しい料理を

誰でも作ることができます。 

 

プラスアールレシピ https://rinnai.jp/app/plusrrecipe/ 

 

 

 

フロントオープン食洗機は、大容量で自由なレイアウトが可能。お椀や深皿、

小鉢などの和食器もセットしやすく、鍋やフライパンなどの調理器具もまとめ

て一度に洗えます。 

スライドオープン食洗機は、豊富な機能性と安心の経済性を両膣。さまざまな

食器や調理器具がセットしやすく、水平、垂直に噴射する高圧シャワーがす

みずみまで洗浄します。 

 

食器洗い乾燥機 https://rinnai.jp/lp/dishwasher/ 

 

乾太くんなら、6kgの洗濯物を約 60分、9kgの洗濯物を約 90分で乾燥。 

電気式の約 1/3の時間で、家事の時間を大幅に短縮できます。 

 

乾太くん https://rinnai.jp/lp/kanta/ 

 

 

 

 

ウルトラファインバブル給湯器なら、ウルトラファインバブル入りのお湯を家中

に送り出すことができます。 

洗浄効果の高いお湯なので、浴室や洗面所、キッチンで気になる水まわりの

汚れ、水垢を付きにくくし、日々の掃除をより楽にします。 

 

ウルトラファインバブル給湯器 https://rinnai.jp/ultrafinebubble/ 

オート調理で、毎日に「ゆとり」と「おいしい」をプラス 

家族構成や使い勝手から選べる食洗機 

短時間乾燥で、干す手間も取り込む手間もかからない 

ウルトラファインバブルのお湯が家中どこでも 

https://rinnai.jp/app/plusrrecipe/
https://rinnai.jp/app/plusrrecipe/
https://rinnai.jp/lp/dishwasher/
https://rinnai.jp/lp/dishwasher/
https://rinnai.jp/lp/kanta/
https://rinnai.jp/ultrafinebubble/
https://rinnai.jp/ultrafinebubble/

